	座談会プログラム③（40～60分程度）
	乳幼児～思春期・お手伝い

	子供のお手伝いを考える

	本プログラムのねらい
	期待される効果

	○手伝いについて、お互いの考えを話し合うことで、手伝いの役割や意義について考えることができる。
	○家庭での手伝いに、子供を成長させる意味があったことを確認し、家庭で意図的に手伝いをさせるようになる。

	

	活動の主な流れ
	運営上の留意点

	１　オープニングプログラム「③共通点を見つけよう」等を行った後、３～４人グループをつくる。（15分）
 (
（例）
今回は、
子供
の手伝いが成長にどのような意味があるか
について一緒に考えて
みたいと思います。その前に、
簡単なゲームをしましょう。
)

	[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2275.png]・ワークシートを配布しておく。
「オープニングプログラム」参照

	２　ワークシート１を記入し、グループ内の意見を聞き、感想などを話し合う。（４０分）
 (
（例）
ワークシート
１
をご覧ください。ここに書かれた手伝いのうち、あなたが
子供
の
　成長にとって大切だと思うもの３つを選んで、○をつけましょう。選んだ３つのうち、
　特に大切だと思うもの１つに◎をつけましょう。
　　空欄
（⑨⑩）
には、ご家庭で行っているお手伝いがあれば、書き込んでおきましょう。
)




ワークシート１に記入する。（5分）
 (
（例）　　
※ほぼ全員が書き終えたことを
確認して
から
　　
あなたが選んだ手伝いをすることによって、どんな
子供
に成長してほしいと思いますか。
　
また、そう思った理由を
ワークシート２
に書きましょう。
)


ワークシート２に記入する。（５分）
 (
（例）　　
※ほぼ全員が書き終えたことを
確認して
から
　　同じグループ内の話を聞いてみましょう。
まず、ワークシートの表に、みなさんが
どれに○をつけたか記入してから聞きましょう。
)


グループごとに話し合う。（３０分）
	[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2277.png][image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2273.png][image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2273.png]・時間に合わせて、事前にワークシートの項目を減らして行ってもよい。

	３　グループごとに発表し、他の家庭でさせている手伝いなどをワークシートに書きとめる。（5分）

４　アドバイス・ヒント資料（CD版参照）などを全体で読み合い、自分で考え自分で行動できるようにするにはどうしたらよいかなどについて、考えたことをワークシート等に書く。（5分）
 (
（例）
　今日の話し合いや資料の中で、印象に残った言葉があれば書きとめ、これからの
家庭で
の関わり方について考える材料にしてください。
)


	・状況に応じて、文部科学省の家庭教育手帳「家事を手伝わせたら、子どもがしっかりしてきた」などを読み合わせる。


[image: http://kids.wanpug.com/illust/illust2277.png]「エンディングプログラム」参照
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